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調査分析の概要

１．目 的

この調査分析は、これまでご縁を結んでこられた方はもとより、これまでご縁のなかった

方に阿弥陀如来の智慧と慈悲を正しく、わかりやすく伝えるための、布教伝道、並びにそ

れに対応できる人材育成に資する基礎資料を得ることを目的とする。

２．調査対象及び方法

＜調査対象＞ 本願寺派布教使3,668名（2019年5月1日現在）

＜調査方法＞ 郵送法（配布・回収とも）

３．調査基準日 2019（令和元）年11月10日

４．調査回収数と回収率

（１）返 信 数 ：1,664票（無効票数：120票）

有効票数：1,544票（分析対象の調査票）

（２）回 収 率：45.4％

５．調査主体 浄土真宗本願寺派 布教線拡充検討部会（僧侶養成部＜布教使担当＞ ）

６．調査分析 舟橋和夫（龍谷大学名誉教授）
3

アンケート分析にあたって

宗門総合振興計画 重点項目５．「お寺にご縁のない方々と共に集える開かれたお寺づく
り」について、特に「布教線の拡充を推進」するにあたり、布教使の活動実態について
アンケート調査を実施。

１．連区別に統計図表を表していることについて

• 連区別の統計分析および図表にたどり着くまでには、さまざまな分析を試みました。

• たとえば教区別に分析をしてみました。すると、設問の選択肢の値が小さすぎる場合もあり、
教区単位だと悪意がなくても回答された個人を特定できる可能性もあることが分かりました。

• 本調査は個人の特定ではなく、個人情報を保護しつつ集団としての特性を把握するために実
施した調査統計分析です。

• そのため分析単位を教区ではなく、また東日本・西日本といった大きすぎて大雑把な単位で
はないものに焦点化しました。それが連区です。

• 同時にそれは現在まで続く研修の実施単位として機能していて、実務的にもいわばちょうど
いい単位であった訳です。
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２．連区別にみた調査結果の見方について

• 前章で述べたとおり、調査結果は基本的に連区別に表しています。

• その際、統計的に連区間に差（有意差）が認められる調査項目に限って図表として取りあげ
ています。

• 統計的に有意差のない調査項目は図表として採用しておりません。

• また、データの表現は数値ではなく図で表現しています。つまりビジュアル化（視覚化）し
ています。その際基本的に見慣れていて、見やすい縦棒グラフで表現しています。

• 棒グラフは、量の大小関係（比較）を表すのに最適だからです。比較関係を一瞬で把握する
のに棒グラフは長けています。該当連区の特徴も全体の傾向も簡単に認識することが可能で
す。

３．調査結果は連区単位にみた、設問の選択項目についての選択率を表しています

• たとえば旅行に関する設問（調査項目）があって、回答には選択肢「すき・きらい」で回答
するとしますと、「すき」と答えた人数全員は250人で、第１連区で「すき」と答えた人が60
人いるとします。

• すると、第１連区の「すき」の％（割合）は、合計250人に対する「すき」回答の人数60人の
割合なので、60/250で24.0％になります。したがって、縦棒グラフでは24.0％の高さまで棒
が伸びています。

• このようにして全項目が連区単位に計算されて、縦棒グラフで表現されていますので、連区
の特徴を読むことが可能になります。 5

５．調査の実施時期について

• 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は2019年12月に中国で初めて報告され、その後も
変異株の流行が世界各地でみられ、今もなお世界的な流行を見せています。日本社会も新型
コロナウイルス感染症の影響を質量共に受け、社会が大きく変動したことを実感しました。

• 今回の調査の内容と実施は、新型コロナウイルス感染症の影響をほとんど受けずに分析をす
ることになりました。その点、新型コロナウイルス感染症による社会変動の分析はできてお
りません。今後の調査研究を待たざるをえません。

４．各図表に書かれている分析結果について

• ここに書かれている内容は、定まった見方ではなく、いくつかある見方の一つを表していま
す。

• 特に割合の比較によって縦棒グラフが表現されていますので、その見方は一つではありませ
ん。いくつもの見方でみることが可能です。

• まずは自分なりの体験に基づいた見方で理解・解釈されるのが理解のスタートであると思い
ます。そして多様な見方・理解に触れ、その中から真理に近い理解にできるかぎり近づいて
いただければと思います。
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６．新型コロナウイルス感染症以前の社会分析について

• 今回の調査結果は前述の通り、主として新型コロナウイルス感染症以前の社会を分析してい
ます。ある意味で旧社会の分析になります。良い悪いは別にして分析中に感じた社会に対す
る感覚は、以下の通り相反する社会像でした。

• 一つは、新型コロナウイルス感染症以前の社会、すなわち伝統的社会のいわば永く安定的に
継続し出来上がった社会であり、固定的な社会像になります。今日までの先人や先輩の踏み
ならしていただいた安定的な道（社会像）の中を歩いている感覚です。

• もう一つの社会像は、コロナ中もしくコロナ後の社会のあり方が不安定で、今まで知らな
かった新しい道を危なげに歩いている印象です。特に人口を始め、経済的にも、政治的に
も、そして宗教的にも地面の底から「減少社会」に変化しつつある感覚を強く受けました。

• この連区別の結果から何らかの新しい発見があり、新しい一歩を歩み始めていただけたら、
これほどの喜びはありません。

7

調査結果
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最も多く法話をした地域

第３連区、第４連区および第５連区では全項目において、相対的に高率。それに対して
第1連区では自坊での法話の割合が極めて高く、第2連区では自坊での法話が最も低い。

Q01 最近１年間であなたが最も多く法話をした地域をお聞かせください。（ひとつ○印）

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

自組内 自教区内 近隣教区 遠隔教区 不限定 自坊

回答 実数 ％

1,自組内 326 21.6

2.自教区内 744 49.5

3.近隣教区 115 7.6

4.遠隔教区 70 4.6

5.限定できない 183 12.1

6.自坊 70 4.6

合計 1508 100.0
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法話日数

第１連区は右肩下がり気味、第２連区は中央を頂点とした山型をしているが、２-３ヶ月
間のみ煙突状になっていて高率である。第３連区から第５連区までは高率ではあるが特定
のパターンを形成しているわけではない。ただ、第４連区では右肩上がりの傾向を示すが
２-３週間の率が低く谷を形成しているのが目立つ。

Q02 最近１年間でのあなたの法話をした日数をお聞かせください。延べ日数をお書きください。
ない場合は０（ゼロ）とご記入ください。

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

なし(=0) 1日～1週間 １～２週間 ２～３週間

３週～1ヶ月間 １月～２ヶ月間 ２月～３ヶ月間 ３ヶ月間～

回答 実数 ％

なし(=0) 73 4.8

1日～1週 352 23.3

1～2週 240 15.9

2～3週 223 14.7

3週～1月 153 10.1

1月～2月 235 15.5

2月～3月 102 6.7

3月～ 136 9.0

合計 1514 100.0
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最も多く法話をした場所

最初に注目すべき点は最も高率の棒です。第３連区の３番目の棒すなわち矯正施設です。
全国的にも17件と少ない件数で、しかも第3連区に集中しているのは何か事情があるので
しょうか。また、第2連区で学校での法話がゼロである理由もあると考えられます。

Q03 最近１年間であなたが最も多く法話をした場所はどこですか。（ひとつ○印）

回答 実数 ％

1.自坊 563 36.5

2.他寺院 823 53.3

3.矯正施設 17 1.1

4.社会福祉施設 43 2.8

5.学校 5 .3

6.その他 92 6.0

合計 1543 100.0
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10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.自坊 2.他寺院 3.矯正施設 4.社会福祉施設 5.学校 6.その他
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最も多く法話をした場面

降誕会での法話と回答した方の割合が最も高いのが第4連区である。全国で降誕会の回答
は10件と少なく、また第1連区、第2連区および第3連区はゼロであるので、第4連区が突出
したと考えられる。他は第1連区の盂蘭盆会、第5連区の彼岸会などでの法話が相対的に高
率である。

Q04 最近１年間であなたが最も多く法話をした場面はどれですか。（ひとつ○印）

回答 実数 ％

1.常例法座 452 29.6

2.元旦会 9 0.6

3.彼岸会 215 14.1

4.降誕会 10 0.7

5.永代経 214 14.0

6.盂蘭盆会 24 1.6

7.報恩講 355 23.3

8.その他 245 16.1

合計 1524 100.0

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.常例法座 2.元旦会 3.彼岸会 4.降誕会

5.永代経 6.盂蘭盆会 7.報恩講 8.その他 12
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最も多くご縁のあった布教先

第1連区のデータをみると、教務所（布教団）の斡旋が飛び抜けて高率で、布教団員から
の紹介が極端に低率である。この現象は他の連区では見られず、両者がほぼ同じぐらいか、
布教団員からの紹介の方が教務所（布教団）の斡旋より高率である。

Q05 最近１年間であなたに最も多くご縁のあった布教先（紹介先）はどこからですか。
（ひとつ○印）

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.出講先からの紹介 2.教務所(布教団)の斡旋 3.布教団員からの紹介
4.自分で探した 5.その他

回答 実数 ％

1.出講先からの紹介 738 50.9

2.教務所(布教団)の斡旋 100 6.9

3.布教団員からの紹介 84 5.8

4.自分で探した 89 6.1

5.その他 440 30.3

合計 1451 100.0

欠損値：93
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参拝者により話を変えるか

第5連区では、参拝者の性別によって話を変える布教使が際立って高率である。対して、
第2連区では性別によって話を変える割合が低い。ジェンダー意識によるのか？

Q06 あなたは現場で参拝者に合わせて話を変えることはありますか。ある場合は変えるポイント
はどこですか。（ひとつ○印）

回答 実数 ％

1.ない 433 28.5

2.年代 414 27.3

3.性別 29 1.9

4.表情 342 22.5

5.初めての方の多さ 164 10.8

6.その他 137 9.0

合計 1519 100.0

欠損値：25
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15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.話を変えない 2.年代 3.性別 4.表情 5.初めての方の多さ 6.その他
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最も多い布教方法

選択肢の中では、「口演」が全体の85.3％を占め他を圧倒している。この状況を考慮に入
れると、現状では口演が最も影響力のある布教・伝道方法であるといえよう。

Q07 最近１年間であなたの布教・伝道方法で最も多いのはどれですか。（ひとつ○印）
回答 実数 ％

1.口演 1297 85.3

2.節談 16 1.1

3.話しあい 28 1.8

4.寺報 72 4.7

5.掲示 34 2.2

6.視聴覚 13 .9

7.ＳＮＳ 12 .8

8.動画配信 2 .1

9,ホームページ 7 .5

10.その他 39 2.6

合計 1520 100.0

欠損値：24
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.口演 2.節談 3.話しあい 4.寺報 5.掲示
6.視聴覚 7.ＳＮＳ 8.動画配信 9,ホームページ 10.その他 15

布教のための新しい取り組み

第1連区、第2連区および第3連区では、新しい取組をしている方がしていない方より高率
である。他方、第4連区と第5連区では、新しい取組をしていない方がしている方を上回っ
ている。そして、第5連区では両者の差が大きい。

Q08 最近1年間であなたは布教・伝道のため、新しい取り組みをされていますか。（ひとつ○印）

15.5%

11.9%

23.8% 24.4% 24.4%

19.1%

16.3%

25.8%

21.9%

16.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

布教の新取組をしていない 布教の新取組をしている

回答 実数 ％

していない 1039 68.9

している 468 31.1

合計 1507 100.0

欠損値：37
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法話会所の年齢層

法話をした会所で高年齢層(60歳以上)の方が最も多いと回答した方が全体としては87.1％
であり、他の年齢層の参加者は極めて少ないのに注意を払う必要がある。とりわけ青年層
(18-30歳未満、0.7%)と子ども層(18歳未満、0.4%)においてはゼロに極めて近い。

Q09 最近１年間であなたが法話をした会所では、どのような年齢層の方が最も多かったですか。
（ひとつ○印）

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.高年齢層(60歳以上) 2.壮年層(30-60歳未満) 3.青年層(18-30歳未満)
4.子ども層(18歳未満) 5.さまざま

回答 実数 ％

1.高年齢層(60歳以上) 1329 87.1

2.壮年層(30-60歳未満) 68 4.5

3.青年層(18-30歳未満) 10 .7

4.子ども層(18歳未満) 6 .4

5.さまざま 112 7.3

合計 1525 100.0

欠損値：19

17

本山・別院での布教経験

第2連区と第3連区においては、本山・別院での布教経験がある人の割合が経験のない人よ
りも多く、逆に、第1連区、第4連区と第5連区では、布教経験のない人の割合が多い。

Q12 あなたは本山、別院等の施設において布教したことがありますか。（ひとつ○印）

19.2%

8.2%

23.4%
25.5%

23.6%

15.8% 15.0%

24.8%

22.7%
21.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

本山での布教経験なし 本山での布教経験あり

回答 実数 ％

1.ない 367 23.8

2.ある 1177 76.2

合計 1544 100.0

欠損値：0
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受けたい研修

受けたい研修で「7.学習方法」に注目すると、第1連区では他の項目よりも相対的に低い
が、第2連区、第3連区および第4連区まで徐々に高くなっています。ただそれも第5連区に
なると相対的に低くなっています。他の選択肢項目でも、そのような相対的差が確認でき
ます。

Q13 あなたはどのような研修を受けたいですか。（ひとつ○印）

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.教学 2.伝道 3.聴聞 4.実践運動 5.社会実践 6.時事問題 7.学習方法 8.その他

回答 実数 ％

1.教学 551 36.7

2.伝道 341 22.7

3.聴聞 175 11.7

4.実践運動 62 4.1

5.社会実践 102 6.8

6.時事問題 143 9.5

7.学習方法 31 2.1

8.その他 96 6.4

合計 1501 100.0

欠損値：43

19

布教使研修会への参加

連区単位の布教使研修会への参加度を尋ねている。それによると第1連区と第2連区のよう
に全く参加していないが相対的に高く、毎回参加しているのが低いタイプと、第4連区と
第5連区のように全く参加していないが相対的に低く、毎回参加しているのが相対的に高
いタイプに分かれているようです。

Q14 最近５年間であなたは連区の布教使研修会に参加されましたか。（ひとつ○印）
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

全不参加 たまに参加 時々参加 毎回参加

回答 実数 ％

1.全く参加したことがない 434 28.2

2.たまに参加した 439 28.5

3.時々参加した 441 28.6

4.毎回参加した 226 14.7

合計 1540 100.0

欠損値：4

20



布教使アンケート調査結果報告書

11

ご縁のない方への布教経験

仏教や浄土真宗にご縁のなかった方々への布教経験を尋ねています。ここでは「布教経験あり」と
「なし」の両者ともに同程度のタイプ（第3連区と第5連区）と、「布教経験なし」が「あり」より
も高いタイプ（第2連区と第4連区）、そして第1連区のように「布教経験あり」が「なし」より高い
タイプに分かれそうです。その要因も気になります。

Q15 最近１年間であなたはこれまで仏教や浄土真宗にご縁のなかった方々への布教の経験があり
ますか。ひとつ○印）

13.1%

14.9%
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21.8%

19.6%
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24.9%

20.8%
22.4%
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25.0%

30.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

ご縁のない方への布教経験なし ご縁のない方への布教経験あり

回答 実数 ％
1.経験なし 682 44.7
2.経験あり 844 55.3
合計 1526 100.0
欠損値：182．経験あり（具体的な場面： ）

回答 実数 ％

高齢者を対象として 162 22.4

子ども若者を対象として 152 21.0

ご縁のない方を対象として 94 13.0

日常 39 5.4

知人・同窓会 15 2.1

地域の人を対象として 72 9.9

通夜・葬儀・法事 144 19.8

寺院・組・教区行事 19 2.6

他派・海外の方を対象として 23 3.2

教誨 4 .6

合計 724 100.0

欠損値：120
21

法座企画の有無

自ら御座を設けた(企画した)ことがあるかどうかを尋ねています。その結果によると、
第3連区と他の連区の２つのタイプに分かれているようです。第３連区では御座を設けた
経験を有する方が経験を有していない方よりも圧倒的に高くなっています。他の連区では、
両者の差は大きくはないが経験を持っていない方が相対的に高くなっています。

Q16 最近１年間であなたは自ら御座を設けた(企画した)ことがありますか。教区布教団での活動は
除きます。（ひとつ○印）

16.9%

13.7%

21.9%
24.0% 23.5%

14.2%
13.1%

33.2%

21.5%

17.9%
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15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

御座設置の経験ない 御座設置の経験ある

回答 実数 ％
1.ない 1156 76.3
2.ある 360 23.7
合計 1516 100.0
欠損値：28
2．ある（具体的な場所など: ）

回答 実数 ％
教区・組内 19 5.8
地域・公民館 15 4.5
自坊・寺院 179 54.3
門徒宅 4 1.2
イベント・サークル 28 8.5
法座・講座・研修会 68 20.6
施設 16 4.8
他宗派・海外 1 .3
合計 330 100.0
欠損値：30

22
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自坊での常例法座開催の有無

自坊で常例法座の開催をされているかどうかを問うています。結果は、第１連区では開催
している方が圧倒的に高い割合を示し、第２連区では両者はほぼ同一の割合であるが開催
している方がほんの少し高い。他の第３連区、第４連区、そして第５連区では開催してい
ない方の割合がしている割合よりも高くなっています。

Q17 最近１年間であなたは自坊で常例法座を開催されていますか。（ひとつ○印）
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12.8%

26.6% 27.0%

23.4%23.3%

14.0%

22.1%

19.6%
20.9%
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15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

常例法座の開催なし 常例法座の開催あり

回答 実数 ％

1.開催していない 790 51.2

2.開催している 754 48.8

合計 1544 100.0

欠損値：0

2．開催している
（開催日数：年延べ約 日)

回答 実数 ％

1～ 9日 228 30.2

10～19日 406 53.9

20～29日 81 10.7

30日～ 39 5.2

合計 754 100.0

欠損値：0 23

自坊での常例法座数の増減

自坊での現在の常例法座数について5年前と比較しての増減を問うています。それによる
と、第3連区では増加が圧倒的に高く、第1連区では増加が高く、減少が低い。それらに対
して第4連区は増加が低く、同数と減少の割合が順次高くなっている。第2連区と第5連区
はほぼ同数が高い割合になっています。

Q17-1） 最近１年間の自坊の常例法座数は５年前の法座数と比べて、増加・減少していますか。
（ひとつ○印）

25.9%
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

常例法座数の増加 常例法座数は同数 常例法座数の減少

回答 実数 ％

1.増加している 54 7.2

2.ほぼ同数 459 61.2

3.減少している 237 31.6

合計 750 100.0

欠損値：4

24
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布教使としての困り事の有無

「困り事がない」方が、「ある」のに対して高いか同程度になっているのは、第3連区、
第4連区、第5連区です。残る第1連区と第2連区は、「困り事はある」方が「困り事はな
い」方より高くなっています。

Q18 あなたは布教使として困っていることはありますか。（ひとつ○印）
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11.4%

25.4%
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24.2%
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23.1%
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

布教使として困り事ない 布教使として困り事ある

回答 実数 ％

1.ない 830 58.4

2.ある 591 41.6

合計 1421 100.0

欠損値：123

2．ある（具体的に： ）

回答 実数 ％

時間不足・多忙 59 11.0

お参りがない 39 7.3

人間関係 21 3.9

呼ばれない 123 22.9

研鑽・研鑽不足 148 27.6

健康・高齢 32 6.0

組織への不満 21 3.9

若い人への対応 26 4.9

法話の内容 63 11.8

法座への不満 4 0.7

合計 536 100.0

欠損値：55
25

同朋運動の学び

日常的に同朋運動（部落差別・人権問題等）に関する学びをしているかどうかを質問して
います。「何もしていない」と答えた割合の高い連区は第3連区です。また書籍での学習
が相対的に高い割合なのは、第1連区です。研修会に参加して同朋運動を学んでいると回
答した割合は第3連区、第4連区および第5連区で相対的に高い割合を示しています。

Q21 あなたは日常的に同朋運動（部落差別・人権問題等）に関する下記の学びをしていますか。
（ひとつ○印）
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22.8%
24.8% 24.4%24.4%
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22.0% 21.7%
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21.6%
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.何もしていない 2.研修会に参加 3.書籍で学習 4.その他

回答 実数 ％
1.何もしていない 190 12.4
2.研修会に参加 983 64.4
3.書籍で学習 255 16.7
4.その他 99 6.5
合計 1527 100.0
欠損値：17
4．その他（具体的に: ）

答 実数 ％
日常で 21 24.4
運動に参加 14 16.3
研修にて 9 10.5
メディア・ＳＮＳ 5 5.8
差別を受けた 1 1.2
委員・教員関係者 22 25.5
以前学んだ 10 11.6
現場で 4 4.7
合計 86 100.0
欠損値：13

26
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布教使資格の取得方法

布教使課程Cと特別任用の高さが目立つのは第3連区です。また第1連区では、特別任用が
際立って低い割合を示しています。布教使資格の取得方法は、全体的に住職課程(44.9%)
と布教使補研修会(31.3%)で過半を占めています。

Q23 あなたの布教使資格の取得方法は何でしょうか。（ひとつ○印）
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.住職課程 2.布教使補研修会 3.布教使課程Ａ 4.布教使課程Ｂ

回答 実数 ％

1.住職課程 674 44.9

2.布教使補研修会 469 31.3

3.布教使課程Ａ 166 11.1

4.布教使課程Ｂ 21 1.4

5.布教使課程Ｃ 83 5.5

6.特別任用 20 1.3

7.その他 67 4.5

合計 1500 100.0

欠損値：44

27

兼職の有無

第1連区と第2連区では、公共団体や一般企業等との兼職をしている布教使より、兼職をし
ていない布教使が高い率を示しています。第3連区、第4連区および第5連区では、兼業し
ていない布教使よりも兼業布教使が高い率を示しています。

Q26 あなたは現在、公共団体や一般企業等との兼職をされていますか。（ひとつ○印）
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1.兼職していない 2.兼職している

回答 実数 ％

1.兼職していない 1273 82.9

2.兼職している 262 17.1

合計 1535 100.0

欠損値：9

28
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布教法礼の割合

第1連区と第4連区で逆の反応を見せます。第1連区では布教法礼が年間所得の20％以下と
いう方が最も高率で、年間所得の80%以上という項目が最も低い。それに対して、第4連
区の回答では、それが逆転して年間所得の20％以下が最も低く、80％以上が最も高い率を
示しています。

Q27 布教法礼の割合は、あなたの年間所得の何パーセントぐらいですか。（ひとつ○印）
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

年間所得の20％以下 年間所得の40％程度 年間所得の60％程度 年間所得の80％以上

回答 実数 ％

1.20％以下 1116 75.2

2.40％程度 222 15.0

3.60％程度 77 5.2

4.80％以上 68 4.6

合計 1483 100.0

欠損値：61

29

所属寺院に居住の有無

第1連区と第3連区の布教使の方は所属寺院での居住よりも他所に居住している割合が高い。
他の第2連区、第4連区それに第5連区では、所属寺院に居住している布教使の割合が高く
なっています。

Q29-1）所属する寺院に居住していますか。
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

所属寺院に居住 所属寺院に非居住

回答 実数 ％

1.居住している 1273 82.7

2.居住していない 267 17.3

合計 1540 100.0

欠損値：4

30
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所属寺院の立地環境

市街地か、住宅地か、それとも農山漁村かを聴いている。その回答によると、第1連区と
第2連区では市街地寺院の割合が相対的に最も高率であり、第3連区では住宅地寺院の割合
が最も高率であります。それに対して、第4連区と第5連区では農山漁村寺院の割合が高い
比率を占めています。

Q29-2）所属寺院の地域は市街地ですか、住宅地ですか、農山漁村ですか。
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

市街地寺院 住宅地寺院 農山漁村寺院
31

回答 実数 ％

1.市街地 285 18.6

2.住宅地 467 30.4

3.農山漁村 784 51.0

合計 1536 100.0

欠損値：8

所属寺院の人口増減

所属寺院の地域の人口増減を聴いている。その回答によると、第1連区と第3連区では人口
増加傾向および現状維持傾向が人口減少傾向を上回っている。それに対して人口減少傾向
が人口増加傾向と現状維持傾向を上回っているのが、第2連区、第4連区および第5連区で
ある。

Q29-3）所属寺院の地域における人口の増減について
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第1連区 第2連区 第3連区 第4連区 第5連区

1.人口増加傾向地域 2.現状維持地域 3.人口減少傾向地域
32

回答 実数 ％

1.人口増加傾向地域 146 9.5

2.現状維持地域 367 23.9

3.人口減少傾向地域 1024 66.6

合計 1537 100.0

欠損値：7
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まとめ

• 今回の調査結果は前述の通り、主として新型コロナウイルス感染症以前の社
会を分析しています。ある意味で旧社会の分析になります。良い悪いは別に
して分析中に感じた社会に対する感覚は、以下の通り相反する社会像でした。

• 一つは、新型コロナウイルス感染症以前の社会、すなわち伝統的社会のいわ
ば永く安定的に継続し出来上がった社会であり、固定的な社会像です。今日
までの先人や先輩の踏みならしてくれた安定的な道（社会像）の中を歩いて
いる感覚です。

• もう一つの社会像は、コロナ中もしくコロナ後の社会のあり方が不安定で、
今まで知らなかった新しい道を危なげに歩いている印象でした。特に人口を
始め、経済的にも、政治的にも、そして宗教的にも地面の底から「減少社
会」に変化しつつある感覚を強く受けました。

• この連区別の結果から何らかの新しい発見があり、新しい一歩を歩み始めて
いただけたら、これほどの喜びはありません。

33

付録（アンケート用紙）

34
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付録

35

『本願寺派布教使の現実と課題
―布教使アンケート調査研究報告―』

（1983年調査）との比較
＜調査対象＞ 本願寺派布教使 2,787名（1983年12月31日現在）

『本願寺派布教使の現実と課題―布教使アンケート調査研究報告―』

編集・発行 浄土真宗本願寺派 布教団連合（事務局 本山伝道部 ）1987年6月10日発行 36
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最も多く法話をした地域の比較

1983年当時と比べると、最も多く法話をした地域は自教区内が最多であるのは変わらない
が、自組内の割合がおよそ倍増している。

Q01 最近１年間であなたが最も多く法話をした地域をお聞かせください。（ひとつ○印）

回答 実数 ％ 実数 ％

1,自組内 326 21.6 160 12.3%

2.自教区内 744 49.5 698 53.7%

3.近隣教区 115 7.6 108 8.3%

4.遠隔教区 70 4.6 50 3.8%

5.限定できない 183 12.1 285 21.9%

6.自坊（1983年なし） 70 4.6 0 0.0%

合計 1508 100.0 1301 100.0%

欠損値：36 欠損値：28

2019 1983

37

最も多くご縁のあった布教先（紹介先）の比較

「出講先からの紹介」は大幅な減少をみるが、「その他」を中心に「自分で探した」や
「布教団員からの紹介」などが増加し、多様化が進みつつある。

Q05 最近１年間であなたに最も多くご縁のあった布教先（紹介先）はどこからですか。
（ひとつ○印）

回答 実数 ％ 実数 ％

1.出講先からの紹介 738 50.9 991 76.3%

2.教務所(布教団)の斡旋 100 6.9 104 8.0%

3.布教団員からの紹介 84 5.8 163 12.6%

4.自分で探した 89 6.1 18 1.4%

5.その他 440 30.3 22 1.7%

合計 1451 100.0 1298 100.0%

欠損値：93 欠損値：31

19832019
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最も多い年齢層の比較

社会全体の少子高齢化に伴い、「 高年齢層(60歳以上) 」がほぼ倍増した。その一方青少
年層や「さまざま」の回答が大きく減少した。

Q09 最近１年間であなたが法話をした会所では、どのような年齢層の方が最も多かったですか。
（ひとつ○印）

回答 実数 ％ 実数 ％

1.高年齢層(60歳以上) 1329 87.1 595 45.5%

2.壮年層(30-60歳未満) 68 4.5 156 11.9%

3.青年層(18-30歳未満) 10 0.7 6 0.5%

4.子ども層(18歳未満) 6 0.4

5.さまざま 112 7.3

合計 1525 100.0 1309 100.0%

欠損値：19 欠損値：20

2019 1983

552 42.2%

39

自坊での常例法座開催の比較

「 開催していない」寺院の割合が大きく増加した。開催している寺院での年間開催日数が
1～9日の寺院が減少している。

Q17 最近１年間であなたは自坊で常例法座を開催されていますか。（ひとつ○印）

回答 実数 ％ 実数 ％

1.開催していない 790 51.2 422 29.8%

2.開催している 754 48.8 994 70.2%

合計 1544 100.0 1416 100.0%

欠損値：0 欠損値：292

2019 1983

回答 実数 ％ 実数 ％

1～ 9日（1～10日） 228 30.2 491 49.4%

10～19日（11～20日） 406 53.9 399 40.1%

20～29日（21～30日） 81 10.7 85 8.6%

30日～ 39 5.2 19 1.9%

合計 754 100.0 994 100.0%

欠損値：0 欠損値：0

2019 1983
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布教使の年齢比較

布教使の平均年齢（57歳→58歳）に大きな変化はないが、 現代では60～69歳をピークに
綺麗な山型をしている。布教への影響は？

Q25 あなたの年齢をお聞かせください。数字をご記入ください。

回答 実数 ％ 実数 ％

29歳以下 31 2 89 5.2

30～39歳 178 11.7 295 17.3

40～49歳 286 18.8 230 13.5

50～59歳 255 16.7 317 18.6

60～69歳 377 24.8 346 20.3

70～79歳 287 18.8 330 19.3

80～89歳 92 6

90歳以上 19 1.2

合計 1525 100.0 1683 98.6

欠損値：19、平均値：58歳、中央値：60歳 欠損値：25、平均値：57歳

4.476

2019 1983

41

兼職割合の比較

1983年から2019年の兼職の割合には大きな変化は見られないが、兼職をしていない割合
が若干増加している。つまり、兼職割合が多少減少している。

Q26 あなたは現在、公共団体や一般企業等との兼職をされていますか。（ひとつ○印）

回答 実数 ％ 実数 ％

1.兼職していない 1273 82.9 1285 77.8%

2.兼職している 262 17.1 367 22.2%

合計 1535 100.0 1652 100.0%

欠損値：9 欠損値：56

2019 1983
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所属する寺院についての比較

所属寺院に居住していることに大きな変化はないが、その地域が人口現状維持地域から
人口減少傾向地域に変化したことが見て取れる。過疎化の顕著化といえよう。

Q29 あなたの所属する寺院についてお聞きします。（ひとつ○印）

回答 実数 ％ 実数 ％

1.居住している 1273 82.7 1412 84.0

2.居住していない 267 17.3 269 16.0

合計 1540 100.0 1681 100

欠損値：4 欠損値：27

2019 1983

３）所属寺院の地域における人口の増減について

回答 実数 ％ 実数 ％

1.人口増加傾向地域 146 9.5 410 24.0

2.現状維持地域 367 23.9 871 51.0

3.人口減少傾向地域 1024 66.6 385 22.5

合計 1537 100.0 1708 100

欠損値：7

2019 1983
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